
資料３ 

2023 年 9月 8日 

情報公開文書 

 

 

「腸内細菌等の研究に関するデータのデータベース化および統合解析」へご協力いただいた皆様へ 

 

 

表題の研究計画「腸内細菌等の研究に関するデータのデータベース化および統合解析（課題番号260）」にご提供い

ただいた情報を、外部機関との共同研究へ提供することを計画しておりますので、その概要をお知らせいたします。 

 

 

提供先の研究課題名 

日本人成人における生活習慣だけでは予測できない肥満指標を腸内細菌叢データによって予測するモデルの開発 

 

研究責任者 

株式会社ちとせ研究所 Tech & Biz Development Div. 

笠原 堅 

＜共同研究機関＞ 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所（責任者：國澤 純） 

キリンホールディングス株式会社（責任者：篠原 裕之） 

 

研究目的 

日々増大するビッグデータを健康の増進に役立てる動きが世界的に活発である。エビデンスに基づくデータ駆動型

ヘルスケア産業は成長分野であり、未病や予防などといった分野に関心が集まっている。中でも、腸内細菌叢は人々

の健康に深くかかわっているとされる。例えば健常人においては、生活習慣、QOLや健康状態と腸内細菌叢が関わって

いることが明らかになっている。例えば、観察研究から食品アレルギーと腸内細菌叢の関係性も示されているが、適

切な栄養介入の為には更なる網羅的な理解が必要である（Narita, 2020）。 

多変量である腸内細菌叢データの解析には機械学習を用いた予測モデルの作成が注目を集めている。機械学習や統

計解析を活用して腸内細菌叢と各種データを組み合わせる研究を実施することによって、ウェアラブルデバイスを含

む各種生体データに基づいた個別化生活改善、個別化を見据えた介入試験のデザインおよび発見コホートによる仮説

の構築と検証コホートによる仮説の検証を可能にする。 

近年、国内外において数千項目規模のコホートデータを含む腸内細菌叢データが数千人分単位で蓄積されつつある

ことから、機械学習的な手法を使った解析が可能になりつつある。本研究は機械学習的な手法を用いて、生活習慣の

みでは予測できない腸内細菌叢の影響を反映した独自の肥満指標を設定し予測モデルを構築することを目的とする。

本研究は、新たにデータを取得するものではないが、これまで取得されたデータを用いて統合的な解析を実施するこ

とにより、科学的根拠に立脚したデータ駆動型のサービス開発を推進するものである。 

 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所（以下、基盤研）はこれまで、「健康な日本人の腸管免疫と腸内

細菌データベースの構築に関する疫学研究」をはじめとして全国規模の生活習慣、腸内細菌叢の研究を通じて、延べ

5000人規模の腸内細菌叢のデータベースの構築を進めてきた 。 

 本研究では、基盤研において「腸内細菌等の研究に関するデータのデータベース化および統合解析」で蓄積をし

ている腸内細菌叢及び健康情報関連データを活用し、生活習慣だけでは予測できない肥満指標を腸内細菌叢データに

よって予測するモデルを作成する。本研究終了後、成果に応じて更なる生体試料を用いたモデルの精緻化もしくは、

当予測モデルをシステムへの組み込みを実施する。最終的に、個人の腸内細菌叢への適切な介入を通じた肥満の改善

による個人の体型維持を実現できるような素材の提供につなげることが可能となる。 

 

 

研究期間 

 2023年 9月 7日 ～ 2023 年  12月 31日 

 

 

提供される情報と個人情報の扱い 

「腸内細菌等の研究に関するデータのデータベース化および統合解析（受付番号：260）」で収集している情報を対象

とします。例えば、年齢や性別などの基本情報、身長や体重などの身体情報や健康診断情報、アンケートなどによる

食事 や病歴などの情報、身体活動に関する情報、血液や便などの試料を分析して得られたデータなどを含みます。 
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その際提供する情報は匿名化して誰のものかわからなくして提供します。また、氏名、住所、連絡先などの個人情

報は提供しません。ご自身が提供された情報を外部機関に提供してほしくない場合は下記、問い合わせ先までお申し

出ください。提供者ご本人あるいはその代理人からのお申し出いただいた場合は情報の提供を停止します。 

 

 

お問い合わせ先 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 ヘルス・メディカル微生物研究センター 

國澤 純 

〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ7-6-8 

電話：072-641-9871 


